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ど
，
一

‐す_し

３
月
３
日
は

「
ひ
な
祭
り
」
。
普
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
ど
ん

な
お
祝

い
を
し
ま
し
た
か
①

ひ
な
祭
り
は
、
別
名
を

「桃
の
節
匂
」
と
い
い
、
桃
の
花
を

飾
り
ま
す
。
３
月
３
日
は
、
桃
の
花
が
咲
く
シ
ー
ズ
ン
に
は

早

い
の
で
す
が
、
舌
は
旧
暦

に
よ

っ
て
い
た
関
係
で
、
こ
の

こ
ろ
に
桃
の
花
が
自
然
に
開
花
し
た
の
で
し
ょ
う
。
ち
な
み

に

今

年

は

、
３

月

２７

日

が

旧

暦

の

３

月

３

日

で

す

。

（
も

ち

ろ

ん
湯
沢
で
は
、
旧
暦
で
も
桃
の
花
は
咲
き
ま
せ
ん
が
。
）

最
近

の
ひ
な
祭
り
は
、
家
で
白
酒
を
飲
み
、
ち
ら
し
寿
司

を
食

べ
な
が
ら
祝
う
こ
と
が
多

い
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
暖

か

い
地
方
で
は
、
こ
の
時
期
に
川
辺
な
ど
で
食
事
を
し
な
が

ら
ひ
な
祭
り
を
楽
し
む
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
、
ま
だ
ま
だ

寒
く
、
雪
深

い
湯
沢
か
ら
み
れ
ば
う
ら
や
ま
し

い
限
り
で
す

ね
。
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３
月
６
日
、
町
議
会
の
開
会
に
先
立
ち
、

町
長
か
ら
平
成
１３
年
度
の
施
政
方
針
が
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
病
院
開
設
に
向
け
て
の

職
員
採
用
、
許
誕
可
申
請
、
料
金
設

定
な
ど
に
つ
い
て
は
、
硼
地
域
医

療
振
興
協
会
が
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
町
も
支
援
、
協
力
し

て
い
き
ま
す
。
現
診
療
所
戦
員
の

身
分
移
管
等
の
問
題
に
つ
い
て
も

十
分
協
議
し
、
誠
意
あ
る
対
痣
を

し
ま
す
。

十
葉
、
埼
玉
の
滞

納

の
徴
収

と
税

務

調
査

の
強
化

を
図
り
ま
す
。

固
定
資

産

税

の
課
税
誤
り

の

足

工

に

つ
い
て

(2)

多

奥

公
共
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し

の
中
、
事
業
評
価
監
況
委
員
会
が

「実
施
計
画
調
査
を
継
続
す
る
こ
と

は
妥
当
で
あ
る
」
と
し
た
こ
と
で
、

ダ
ム
計
画
案
や
代
替
案
の
検
討
、

ダ
ム
規
模
案
や
ダ
ム
サ
イ
ト
案
の

見
直
し
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
１３
年
度
の
国
の
実
施
計
画
調

査
費
の
予
算
も
大
幅
に
増
額
さ
れ

て
い
ま
す
。

清
滓
川
ダ
ム
対
策
協
議
会
で
は
、

地
え
案
の
図
化
作
業
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
今
月
中
に
国
及
び
新

潟
県
に
口
答
書
を
提
出
す
る
予
定

で
す
。
町
と
し
て
も
、
地
元
に
生
活

再
建
相
談
所
を
設
置
し
て
、
関
係

者
の
生
活
不
安
の
解
消
に
努
め
な

が
ら
、
早
期
解
決
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

傷

・

生
命
と
健
康
を
守
る
町
立
病
院

建
設
に
つ
い
て
は
、
実
施
設
計
も

完
了
し
、
平
成
１３
年
度
に
着
工
と

な
り
ま
す
。
湯
沢
町
初
の
免
震
構

造
、
土
地
の
高
仏
差
を
利
用
し
た

駐
車
場
、
温
泉
施
設
の
併
設
な
ど

特
徴
あ
る
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。

病
院
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業

法
に
基
づ
く
公
営
企
業
と
し
て
運

営
さ
れ
ま
す
。
今
議
会
で
病
院
設

置
条
例
を
制
定
し
、
整
備
に
関
す

る

一
切
の
経
費
は
病
院
事
業
会
計

で
処
理
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
税
快
入
の
確
保
を
最
童
妥
課

題
と
し
て
、
徴
快
体
制
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
滞
納
発
生
の
抑
制

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
長
引
く
経
済
不
況
で
税
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
に
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
完
納
若

と
の
公
平
の
た
め
に
は
、
滞
納
整

理
か
ら
滞
納
処
分

へ
の
見
極
め
の

時
期
も
童
要
で
あ
り
、
毅
然
と
し

た
態
度
で
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

４
月
か
ら
は
微
収
事
務
の
経
験

者
を
首
都
圏
に
お
け
る
微
収
嘱
託

員
と
し
て
配
置
し
、
東
京
、
神
奈
川
、

は
、
平
成
１２
年
度
中
に
住
宅
用
地

等
の
再
調
査
に
伴
う
過
誤
納
金
の

還
付
事
務
が
終
了
し
ま
し
た
。
平

成
１５
年
の
評
価
替
え
に
向
け
て
固

定
資
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

図
り
、
通
工
・公
平
な
課
税
に
よ
る

税
務
行
政

へ
の
信
頼
を
確
保
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開

か
れ
た
行
タ

地
方
分
権
型
社
会

へ
の
移
行
が

進
む
中
で
、
情
報
公
開
や
意
思
決

定
課
程
に
お
け
る
住
民
か
加
の
童

要
性
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま

す
。
湯
沢
町
で
も
情
報
公
開
条
例
、

個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
、

そ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

住
民
投
票
条
例
か
ら
な
種
諮
聞
姿

員
会
等
の
委
員
の
公
募
に
よ
る
も

の
ま
で
、
先
進
地
の
事
例
を
研
究

し
な
が
ら
、
住
民
参
加
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
お
、
「人
と
自
然
の
営
み
を
守

り
育
て
る
町
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
湯
沢
町
総
合
計
画
の
基

本
構
想
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
２‐
世
紀
初
頭
の
町
づ
く
り

の
指
針
と
し
て
、
行
政
運
営
に
追

進
す
る
所
存
で
す
。霧

昨
年
十２
月
に

「高
度
情
報
通
信

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本

法
」
（Ｉ
Ｔ
基
本
法
）
が
制
定
さ
れ
、

平
成
１７
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
回

民
が
場
所
を
聞
わ
ず
、
超
高
速
イ

感霧専
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ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
を
活
用
で
き
る
環

境
を
創
造
す
る
こ
と
が
目
標
に
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。
湯
沢
町
に
お

い

て
も
公
民
館
事
業
で
の
Ｉ
Ｔ
講
習

の
実
施
、
地
域
イ
ン
ダ
ー
ネ

ツ
ト

導
入
促
進
事
業

の
早
期
完
了
や
町

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

の
充

実

な

ど
積

極
的

に
関
連

施

策
を
展
開
し
な
が
ら
、
情

報

公
開

に
取
り
組

ん
で

い
き

ま

す
。
な

お
、
Ｉ

Ｔ

改

革

関

連

事

務

の
童

妥

性

か
ら
、
情
報
化
関
連
業

務
担
当
を
設
置
し
ま
す
。

乳

幼
児

か
ら
高

船
者

ま
で
健

や
か

に
安

越
し

て
暮

ら

せ

る
社
会

を

つ

く
る
た
め
に
福
社
、
保
健
、

医
療

の
充
実

に
努

め
ま

す
。新
た
な
事
業

と
し
て
、

身

体
障
害
者

の
方

を
対

象

に
発
行

し

て

い
る
福

祉

ダ
ク
シ
ー
券

を
平
成

‐３
年
度

よ
り
精
神

障
害

者

の
方

に
も
発
行

し

ま

す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者

の
方

の
た

め
に
自

動
車

改
造
費

の
助
成

を
行

う

ほ
か
、
ふ
れ
あ

い
サ

ロ
ン
等

の
社

会
参
加
型
事
業
を
実
施
し
、
家
庭

に
こ
も
り
が
ち
な
生
活
習
慣

の
改

善

に
折

め
ま
す
。

長
寿
社
会

に
お

い
て
、
高
船
者

が
就
労
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
生
涯
学

習
、
余
暇
活
動
な
ど
を
通
じ
、
積
極

的
に
社
会
参
加
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

公
的
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ

れ
て
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現

在
、
施
設
入
所

の
待
機
者

が
生
じ

て
お
り
、
そ
の
解
消
が
望

ま
れ
ま
す
が
、
平
成
１４
年

度

の
町
立
病

院

の
療
養

型
病
本
群

の
開
設

に
期

待
し
て
い
ま
す
。
低
所
得

者
負
担
額
の
軽
減
で
は
、

社
会
福
社
法

人
等

に
よ

る
生
活
弱
者

に
対

す

る

利

用
負
担

の
減
え

が
実

施
さ
れ
ま
す
。
湯
沢
町
も

実
施

の
方
向
で
検

討
し

て
い
ま
す
。

乳

幼
児
医
療
費

助
成

事
業
は
、
経
済
的
負
担
の

軽
減

と
と
も

に
少
子
化

対
策

と
し
て

の
効
果
も

期
待

さ
れ
る

と
こ
ろ

か

ら
、
１３
年
度
か
ら
小
学
校

就
学

前

ま
で

に
助
成
対

象
を
拡
大
し
ま
す
。

保
有
所
で
は
、
こ
れ
ま

で
乳
児
保
育
、
障
害
児
保

育
、
廷
長
保
有
、
一
時
保

有

な
ど
利

用
者

の
様

々

な

ニ
ー
ズ

に
痣

え
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
妥
Ｙ

に
痣
え
ら
れ
る
よ
う
チ
カ

し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
４
月
よ
り

学
童
保
育
が
湯
沢
小
学
校
区
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
昼
間
、
保
護
者

が

家
庭

に
い
な

い
仏
学
年

の
児
童
が

迫
切
な
遊
び
や
生
活

の
場
を
得
て

健
合
に
成
長
す
る
こ
と
を
願

っ
て

い
ま
す
。

保
健
衛
生
事
業
で
は
、
町
民
が

健
や
か
に
、
起
豊
か
に
生
活
で
き

る
よ
う
疾
病

の
コ

次
予
防
」
に
童

点
を
お
く
と
と
も
に
、
厚
生
省

の

「健
康

日
本
２‐
」
に
示
さ
れ
た
数
値

を
目
標
に
各
種
検
診
の
充
実
と
指

導

の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
母

子
保
健
で
は
、
専
門
家
を
迎
え
て

就
学
前

の
母
子
を
対
象
と
し
た
療

育
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

嗣
原
イ
霧
ハ
握
停

国
民
健
康
保
険
制
度

の
周
知
や

資
格
証
明
書
交
付
制
度

の
通
切
な

運
用
な
ど
の
保
険
税
快
納
率
向
上

対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
費

適
工
化
対
策

と
し
て
、
国
保
連
合

会
の
支
援
を
得
な
が
ら
レ
セ
プ
ト

点
検
を
強
化
し
ま
す
。

事
業

と
し
て
は
、
平
成
１３
年
度

か
ら
保
健
セ
ン
ダ
ー
と
協
力
し
て

各
種
検
診
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
被
保
険
者

へ
の
覧
診
の
奨
励

と
結
果
の
適
切
な
把
握
を
行

い
ま

す
。老

人
保
健
事
業
で
は
、
増
大
す

る
医
療
費

の
適
工
化
を
図
り
、
財

政
の
健
全
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

雇
薙
葬

住
民

に
と

っ
て
仁
み
や
す
く
、

誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
れ
ば
、
結
果
と
し
て
町
が
飢
光

客

に
党
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に

つ

な
が
る
と
の
考
え
か
ら
、
３
年
目

を
迎
え
る

「例
光
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金
」
制
度
を
通
じ

て
、
地
域
づ
く
り
の

一
層

の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

広
告
宣
伝
は
、
平
成
Ｈ
年
度
よ

り
見
直
し
と
宣
伝
費
の
増
額
を
行

い
、
首
都
圏

へ
の
情
報
量
を
増

や

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
効
果

的
な
展
開
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で

い
き
ま
す
。

観
光
施
設
に

つ
い
て
は
、
青
少

年
旅
行
村
、
登
凸
道

の
整
備
を
中

起
に
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
サ
イ
ン
計
画
に
基

づ
き

整
備
を
進

め
て
き
た
案
内
標
識
も

平
成
１３
年
度
で
ほ
ば
完
了
す
る
見

込
み
で
す
。
登
山
者

に
人
気

の
あ

る
首
場
山
、
平
標
凸
は
、
平
成
１３
年

度

に
新
潟
県
が
平
探
凸
平
え
新
道

を
整
備
す
る
予
定
と
な

っ
て

い
ま

:躯 :

ヂ .(
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す
。商
工
業
は
、
観
光
の
不
振
の
彩

響
を
受
け
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
活
性
化
の

一
助

と
し
て
、
商
工
会
が
中
趙
と
な

っ

て
実
施
し
て
い
る
産
業
祭
り
及
び

商
品
券
発
行
事
業
に
対
し
、
昨
年

に
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、

金
融
環
境
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
信

用
保
証
料
の
補
給
割
合
の
引
き
上

げ
を
行

い
ま
す
。

宣
伝
活
動
を
関
東
方
面
に
積
極
的

に
展
開
し
た
こ
と
で
、
夏
場
観
光

の
拠
点
と
し
て
確
か
な
手
痣
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。

湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
は
、
現
状

の
ま
ま
で
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
ず
、
地
域
間
競
争
の
中

で
生
き
残
れ
な
い
と
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
大
峰
凸
頂
か
ら

雄
大
な

パ
ノ
ラ

マ
を
楽
し
め
る

コ
ー
ス
な
ど
他
に
は
な
い
資
源
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
最
大
限

に
活
か
す
べ
く
、
大
峰
第
２
ペ
ア

リ
フ
ト
の
廷
長
と
高
速
化
、
山
預

シ
ン
グ
ル
リ
フ
ト
の
ペ
ア
化
を
１３

年
度
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
従
業

員
の
意
識
改
革
と
積
極
的
な
経
営

改
善
に
も
取
り
組
み
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
両
面
に
わ
た
る
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行

っ
て
、
湯
沢
高
原
ス
キ
ー

場
の
再
生
を
図
り
ま
す
。
憂

回
は
米
の
需
給
調
埜
を
図
る

た
め
、
緊
急
総
合
米
対
策
を
打
ち

占
し
、
平
成
１３
年
度
は
生
産
調
整

が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
湯
沢
町
に
も
新
た
に
４
，
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
追
加
配
分
さ
れ
ま

す
が
、
町
の
補
助
金
の
上
乗
せ
な

ど
に
よ
り
目
採
達
成
に
努

め
ま

す
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

に
よ
る
環
境
や
景
観

へ
の
患
彩

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
基

盤
整
備
を
行
う
晨
家
に
対
す
る

助
成
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

昨
年
事
業
採
択
さ
れ
た
中
山

問
地
総
合
整
備
事
業
は
、
平
成
１３

年
度
か
ら
本
格
的
に
事
業
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。森
林
は
国
土
保
全
、
水
資
源
の

涵
奏
な
ど
の
機
能
を
持

っ
て
お
り
、

そ
の
機
能
を
活
か
す
べ
く
蓮
工
な

管
理
を
行
う
た
め
、
町
有
林
を
中

趙
に
計
画
的
な
整
備
を
進

め
ま
す
。

治
山
事
業

に
つ
い
て
は
、
布
場

地
内

の
雪
崩
防
止
柵
を
継
続
要
望

し
て
い
き
ま
す
。
，

な
参
密
整
脩

①
道
路
整
備
事
業

国
道
１７
号
湯
沢
夫
差
点
改
棄
は

‐３
年
度
完
成
予
定
で
す
。
湯
沢
塩

沢
道
路
に
つ
い
て
は

一
日
も
早

い

着
工
を
、
ま
た
七
谷
切
、
芝
原
の
堆

雪
拡
幅
事
業
な
ど
の
早
期
完
成
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

老
朽
化
し
た
三
国
ト
ン
ネ
ル
に

つ
い
て
は
、
新
治
村
と
湯
沢
町
で

組
織
し
た
開
削
促
進
規
制
同
盟
会

で
、
新
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
を
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
道
３
５
３
号
線
に
つ
い
て

も
改
棄
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
や

県
境
開
設
促
進
協
議
会
で
運
動
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
道
で
は
、
湯
沢
温
泉
線
の
繁

地
内
の
早
期
着
工
、
逮
後
湯
沢
岩

原
停
車
場
線
の
泉
橋
及
び
向
原
逮

後
十
三
停
車
場
線
改
皮
等
の
早
期

完
成
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
谷
地
楽
町
間
の
街
路
事
業
中

央
線
に
つ
い
て
も
事
業
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
道
で
は
、
単
年
度
で
完
成
で

き
な
い
路
線
も
あ
り
ま
す
が
、
中

里
寺
前
線
、
き
野
２
号
線
、
小
原
原

新
田
線
、
宮
林
３
子
線
、
田
中
原
新

田
線
に
つ
い
て
は
壇
路
改
文
、
原

新
田
５
子
線
、
石
白
Ｈ
子
線
に
つ

い
て
は
消
雪
施
設
設
置
、
谷
後
橋

に
つ
い
て
は
橋
脚
の
補
強
の
た
め

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

既
存
の
消
雪
井
戸
も
老
朽
化
し
て

い
ま
す
の
で
、
掘
り
替
え
、
増
掘
等

を
行

い
、
道
路
交
通
の
確
保
に
牙

め
ま
す
。

②
砂
防

。
河
川
事
業

直
轄
事
業
と
し
て
、
魚
野
川
床

回
工
群
、
松
川
入
川
砂
防
ダ
ム
群
、

万
太
郎
谷
砂
防
ダ
ム
、
大
川
本
国

工
群
、
大
源
太
川
下
流
ダ
ム
の
副

ダ
ム
・
魚
道
の
早
期
完
成
を
要
ｙ

し
て
い
き
ま
す
。

県
事
業
で
は
、
湯

ノ
沢
川

の
砂

防
の
早
期
完
成
を
要
望
し
て
い
き

ま
す
。
滝
沢
川
の
ダ

ム
修
景
施
設

は
、
金
額
県
負
担
で
平
成
１３
年
度

に
工
事
完
了
予
定
で
す

町
事
業
で
は
、
エ
ス
ボ
川
の
改

修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

③
都
市
計
画
事
業

中
央
公
園
は
、
継
続
事
業

と
し

て
、
平
成
１３
・
‐４
年
度
は
議
車
場
整

備
を
行

い
、
以
降
順
次
整
備
し
て

∬
尭
口
翡
場

町
共
同
浴
場
の
管
理
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
並
び
に
祝
光
客

の
利
便
性
を
さ
ら
に
高
め
る
べ

く
、
民
間

へ
の
姿
託
方
式
の
実

現
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

施
設
利
用
料
金
を
直
接
管
理

受
託
者
の
収
入
と
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
浴
場

経
営
の
す
べ
て
を
委
託
す
る
方

式
で
、
平
成
１４
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
諸
条
件
の
整
備
を

図

っ
て
い
き
ま
す
。

霊
密

宏

許

体
然
と
し
て
経
営
は
苦
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
開
園
２０

周
年
を
迎
え
た
ア
ル
プ
の
里
の

と

湯
沢
高
原
か
ら
望
む
魚
沼
平
野

■
式

り
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い
き
ま
す
。
将
来
的
に
は
公
園
の

拡
大
が
蜂
要
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
用
地
の
確
保
も
行

い
ま
す
。

土
樽
自
然
公
園
に

つ
い
て
は
、

関
係
機
関
、
住
民
で
審
議
部
門
を

組
織
し
、
よ
り
文

い
公
園
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
住
宅

・
宅
地
蓄
備
事
業

原
新
田
住
宅
が
老
朽
化
し
て
い

ま
す
の
で
、
平
成
１３
年
度
か
ら
‐５

年
度
ま
で
の
３
ヵ
年

に
２４
戸
の
定

て
替
え
を
行

い
ま
す
。

上
十
子

の
宅
地
迪
成
事
業
は
、

平
成
１３
年
度

に
実
施
設
計
を
行

い
、

平
成
１４
年
度
者

工
、
平
成
１６
年
度

克
成

。
分
譲
を
目
指
し
ま
す
。

③
町
内
交
通
網
の
整
備

定
期

バ
ス
路
線

の
運
行
本
数
が

不
足
し
て

い
る
た
め
、
町
立
病
院

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
た
町
内

循
素

バ
ス
等

の
運
行

に
つ
い
て
調

査
し
、
平
成
１４
年
度
中

に
整
備
し

た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
多

ワ

①
環
境
衛
生
対
策

国
は
、
循
素
型
社
会
形
成
推
進

基
本
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
整
備

を
行

い
、
２‐
世
紀
の
佑
素
型
社
会

に
向
け
て
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
も
施
行
さ
れ
ま
す
が
、

湯
沢
町
も
循
素
型
社
会
の
構
築
を

目
指
し
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

住
民
の
関
趙
の
高

い
廃
棄
物
聞

題
で
は
、
迫
工
処
理
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
重
点
的
に
推
進
す
る
ほ
か
、

野
焼
き
の
禁
上
、
小
型
焼
却
炉
の

使
用
抑
制
、
不
法
投
乗
の
防
止
等

を
指
導
啓
発
し
、
清
潔
で
住
み
文

い
生
活
環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る

た
め
、
環
境
基
本
計
画
の
策
定
等

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

な
お
、
広
成
ご
み
焼
却
場
の
改

築
は
３
ヵ
年
の
継
続
事
業
と
し
て
、

平
成
１３
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
ま
す
。

②
交
通
事
故
防
止
対
策

湯
沢
町
に
お
け
る
交
通
事
故
の

え
者
数
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
お

り
、
高
齢
者
が
犠
牲
と
な

っ
て
い

ま
す
。
平
成
１３
年
度
は
元
亡
事
故

の
防
止
な
ど
交
通
安
全
対
策
を

一

層
推
進
し
、
安
全
な
交
通
環
境
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

③
下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業
変
更
が
記
可

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
芝
原
、
七
谷
切
、

滝
ノ
又
、
谷
後
、
旭
原
、
上
中
子
宅

地
造
成
地
な
ど
区
域
を
拡
大
し
て

整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
の
汚
泥
を
広
域
ご
み
処
理
施
設

で
焼
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
は
、
多
額
な
資
金

を
姓
要

と
す
る
た
め
、
財
政
状
況

や
処
理
水
量
を
考
慮
し
な
が
ら
整

備
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道

ヘ

の
加
入
促
進
を
図
る
と
と
も
に
使

用
料
等

の
滞
納
整
理
を
徹
底
し
、

公
平
で
健
全
な
経
営
に
努

め
ま
す
。

④
水
道
事
業

石
綿
管

の
更
新
、
配
水
管

の
新

設
等
施
設
整
備

に
取
り
組
む
と
と

も
に
安
全
な
生
活
用
水
の
確
保
と

安
定
供
絵
に
冴

め
ま
す
。

な
お
、
料
金
収
入
は
確
保
で
き

て
い
る
も
の
の
累
積
欠
損
金
を
抱

え
る
財
政
は
厳
し
く
、
未
収
金

の

微
収
を
徹
底
し
、
財
政
基
盤

の
強

化
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

③
温
泉
管
理
事
業

温
泉
使
用
料
の
未
収
金

の
微
収

を
徹
底
し
、
財
政
基
盤
を
強
化
す

る
と
と
も
に
施
設
整
備

と
維
持
管

理
に
万
金
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
事
業

の
民
営
化
に

つ
い

て
は
、
現
在
、
珀肛
泉
施
設
の
管
理
会

託
を
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

箸

・

形

①
学
校
教
育

国
は
、
「２‐
世
紀
教
育
新
生
プ
ラ

ン
」
に
お
い
て
２
０
０
十
年
を
教

育
新
生
元
年
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

湯
沢
町
に
お
い
て
も
、
新
し

い
教

育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て

い
ま
す
が
、
平
成
１４
年
度

か
ら

の
新
学
習
指
導
要
領

。
学
校
週
５

日
制

の
克
全
実
施
に
向
け
て
、
各

校
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

湯
沢
町
の
学
校
救
有

に
お
け
る

課
題
の

一
つ
で
あ
る
基
礎
学
力

の

向
上
の
た
め
に
、
Ｉ
Ｔ
授
業
や
小

人
数

・
習
熟
度
別
授
業

の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
性
や
倫

理
観
な
ど
を
身

に
つ
け
、
地
域

の

歴
史
や
文
化
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
教
育
環
境
や
教
育
条
件

の

整
備

。
改
善
に
努

め
ま
す
。

高
度
情
報
化
時
代

に
不
可
欠

の

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
未
整
備
で
あ
る

学
校
に
つ
い
て
は
、
１３
年
度
早

々

に
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
特
殊

学
級
の
介
助
員

や
Ａ
Ｌ
Ｔ

（外
国

語
補
助
教
員
）
の
配
置

に
つ
い
て

も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

②
生
涯
学
習

公
民
館
や
雪
国
館

（歴
史
民
俗

資
料
館
）
で
は
、
住
民
が
自
由
に
利

用
で
き
る
環
境
づ
く
り
及
び
事
業

内
容

の
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

公
民
館
で
は
、
多
く
の
住
民
が

参
加
で
き
る
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
体
有
事
業

の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
平
成
２十
年

に
開
催
予
定

の
第
６４
回
国
民
体
育

大
会
冬
季

ス
キ
ー
競
技
会
の
誘
致

の
た
め
に
、
関
係
団
体
と
協
力
し

て
準
備
を
進
め
ま
す
。

文
化
財
保
護
で
は
、
町
指
定
文

化
財
「天
然
記
念
植
物
・諏
訪
社
の

大
杉
」
の
保
護
整
備
を
図

い
ま
す
。

町
史
編
さ
ん
で
は
、
寄
稿
文

と

調
査
活
動

の
中
間
報
告

と
し
て
、

「
双
書
２
」
を
発
刊
す
る
ほ
か
、
平
成

‐４
年

に
発
刊
予
定

の

「自
然
Ｉ
」

「民
俗
Ｉ
」
の
本
格
的
な
執
筆
を
進

め
ま
す
。

③
青
少
年
健
全
育
成

３
年
目
を
迎
え
る

「青
少
年
育

成
セ
ン
ダ
ー
」
の
活
動

の
充
実
を

図
り
、
文
化
、
体
験
活
動
を
通
じ
て

言
少
年

の
健
や
か
な
成
長
を
促
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体

が
実
施
す
る
ジ

ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

育
成
活
動

の
助
成
を
行
う
ほ
か
、

学
校
５
日
制
実
施
に
向
け
て
の
素

境
整
備
も
進
め
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

地
方
分
権
に
よ
る
自
己
責
任
の

明
確
化
な
ど
白
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
努

め
な
が
ら
、
生
活
基
盤
整
備

や
保
健

。
医
療

。
福
社
の
充
実
を

は
じ

め
と
し
た
施
策
を
推
進
し
、

２‐
世
紀

の
湯
沢
町
の
新
た
な
可
能

性
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
越
よ
り
お
願

い
申

し
上
げ
ま
す
。

(5)



工
事
完
了
後

３
年
以
内
に
接
続
を
！

下
水
道
区
域
が
さ
ら
に

広
が
り
ま
し
た
。

せ

っ
か
く
整
備
し
た
下

水
道
も
、
皆
さ
ん
に
使

っ
て

い
た
だ
か
な
く
て
は
、
そ
の

価
値
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
ご
家
庭
の
お
風
呂

や
合
所
の
水
を
下
水
道
に

流
す
た
め
の
排
水
設
備
や

水
洗
ト
イ
レ
ヘ
の
改
造
工

事
に
対
す
る
貸
付
制
度

合
頭

高
３
０
０
万
円
ま
で
）
を
設

け
て
い
ま
す
。
指
定
工
事
店

は
４５
社

（町
内
２５
ヽ
町
外
２０
）

あ
り
ま
す
。
早
め
に
接
続
し

て
、
快
適
な
住
環
境
を
実
現

し
ま
し
よ
う
。

【間
い
合
わ
せ
】

水
道
課

ｎ
８４

・
４
８
５
３

護
の
第

一
歩
で
す

本

・

【

ノ

ラウンド

代

さ
/

に

(6)
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町
で
は
、
固
定
資
産
税
・
町
県
民

税
の
納
付
に
つ
い
て
、
「
口
座
振

替
」
と
「全
期
前
納
」
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

る
期
ご
と
に
納
め
る
税
の
合
期

分
を
前
納
す
る
と
、
本
税
か
ら
前

納
報
奨
金
分
が
差
し
引
か
れ
ま
す

の
で
お
得
で
す
。
本
税
に
対
す
る

前
納
報
奨
合
の
割
合
は
、
お
お
よ

そ
２
％
で
、
最
高
限
度
額
は
５
万

円
で
す
。
（た
だ
し
、
本
税
が
少
額

の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

ま
た
、
納
付
に
は
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
全
期
前
納
に
し
た
い
と
き

①
既
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

る
方
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

税
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（振
替
税
目
の
追
加
も
で
き
ま

す
。
）

全
期
前
納
に
す
る
と
ぃ
来
年
度

以
降
も
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま

す
が
、
振
替
不
能
に
な
る
と
そ

の
年
度
に
つ
い
て
は
ふ
期
ご
と

の
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
納
付
書
で
納
め
る
方

固
定
資
産
税
は
４
月
中
旬
、
町

県
民
税
は
、
５
月
中
旬
に
に
「全
期

前
納
」
と
「第
―
期
」
の
二
種
類
の

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
「全
期

前
納
」
用
の
納
付
書
を
使

っ
て
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
に
し
た
い
と
き

３
月
劉
日
ま
で
に
直
接
町
内
の

金
融
機
関
に
申
し
込
む
か
税
務
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

税
務
課
微
収
係

ＴＥＬ

８４

・

３

４

５

２

倒
産
な
ど
に
よ
る

失
業
や
、
仕
事
を
し
な

が
ら
育
児
。介
護
を
す

る
人
ガ
増
え
て
い
る

△フ
、
雇
用
保
険
の
役
割

は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
学う

し
た
社
会
状
況
に
対

応
す
る
た
め
、
雇
用
保

険
法
ガ
平
成
１２
年
４

月
に

一
部
改
正
さ
れ
、

平
成
１３
年
か
ら
段
階

的
に
施
行
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

録
型
派
遣
労
働
者

　

め

の
適
用
基
準
が
緩

和
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
短
時
間
労
働

者
や
登
録
型
派
遣
労

働
者
の
人
ガ
雇
用
保

険
の
被
保
険
者
と
な

る
た
め
に
は
、
①
ｌ
週

間
の
所
定
労
働
時
間

ガ
２０
時
間
以
上
②
ｌ

年
以
上
引
き
続
き
雇

用
さ
れ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
③
年

収
９０
万
円
以
上
で
あ

る
こ
見
込
ま
れ
る
こ

と
…
の
要
作
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
〈フ
後
は
こ

の
適
用
基
窄
か
ら
③

が
廃
止
さ
れ
、
被
保
険

者
の
幅
ガ
広
ガ
リ
ま

醒
策
輝
基
継
Ｆ
髯
暴
Ｒ
範
Ｑ
鶴
持
い
一

，
ぬ
滅
難
Ｒ
ャ会
，蕪
謀
雄
ｗ
拶
籠
熱
で
藍
選
雲
■
す
・

紳付忘れにご注再す

新しい スタ車ト

勢

導

◆
育
児
休
業
給
付
、

介
護
休
業
給
付
の

給
付
率
が
２５
％
か
ら
４０
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
基
本
手
当
Ｏ
ォ
給
日
数
が
、

離
職
理
由
に
よ

っ
て
異
な

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
齢
に
応
じ
て

一
律
に
給
付

ガ
増
加
す
る
現
行
の
給
付
日
数

体
系
が
見
直
さ
れ
、
定
年
退
職

者
な
ど
離
職
前
か
ら
あ
ら
か
じ

め
再
就
職
の
準
備
ガ
で
き
る
よ

う
な
人
に
は
、
コ

般
の
離
職

者
」
と
し
て
給
付
日
数
を
付
与

す
る

一
方
で
、
再
就
職
の
準
備

を
行
う
時
間
的
余
裕
な
く
「倒

産
、
解
雇
等
に
よ
り
離
職
し
た

人
」
に
対
す
る
給
付
日
数
を
重

点
化
し
ま
す
。
（右
表
参
照
）

◆
雇
用
保
険
料
率
が
１
，
０
０

０
分
の
１５
．
５
と
な
り
ま
す
。

（事
業
主
負
担
分
１
，
０
０

０
分
の
９
．
５
、
被
保
険
者

負
担
分
１
，
０
０
０
分

の

６
）

◆
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
登

す
。
ま
た
、
登
録
型
派
遣
労
働
者

が
短
期
の
派
遣
を
繰
り
返
す
場

合
に
も
適
用
対
象
と
な
る
こ
と

を
適
用
基
準
の
上
で
明
確
化
す

る
こ
と
と
な
つ
て
い
ま
す
。

◆
離
職
証
明
書

の
様
式

が
変

わ
り
ま
す
。

※
な
お
、
特
例

一
時
金
、
昔
向
年
齢

求
職
者
給
付
金
の
給
付
日
数

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【間
佛
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
六
日
町

（六
日
町
公
共
職
業
安
定
所
）

ｎ
７２

・
３
１
５
７

改正後の所定給付日数

●一般の離職者に対する給付日数

●倒産・解雇による離職者に対する給付日数

*パート労働者の方や障害者等の就職困難者には、別途、日数が規定されています。

固定資産税 町県民税

口座振替 5月 1日 5月 28日

納付期限 5月 1日 5月 31日

Jいコ伝予宣

区分
間

であった
5年末満

5年以上

10年末満

10年以上

20年末満
20年以上

一般被保険者 90日 120日 , 150日 180日

期間

であった

区分
1年末満

1年以上

5年末満

5年以上

10年末満

10年以上

20年末満
20年以上

30歳未満

90日

90日 120日 180日

30歳以上45歳未満 90日 可80日 210日 240日

45歳以上60歳未満 180日 240日 270日 330日

60歳以上65歳未満 司50日 180日 210日 240日



わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
食
卓
に
欠

か
せ
な
い
お
米
。
店
頭
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
お
米
が
出
回
っ
て
い
ま

す
が
、
お
米
を
選
ぶ
と
き
に
ぜ
ひ
確

認
し
た
い
の
が
、
袋
に
つ
い
て
い
る

「表
示
」
で
す
。
外
見
か
ら
は
判
断
で

き
な
い
お
米
の
産
地
や
品
種
、
産
年

な
ど
も
、
表
示
を
見
れ
ば
ひ
と
日
で

分
か
り
ま
す
。

現
在
の
お
米
の
表
示
ル
ー
ル
は
、

食
糧
法
に
基
づ
く

「食
糧
庁
精
米
表

示
基
準
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
基
準
に
よ
る
表
示
は
、

都
道
府
県
知
事
に
登
録
を
行
っ
た
販

売
業
者
等
に
限
定
し
て
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
四
月

一
日
か
ら
は
、

お
米
の
表
示
ル
ー
ル
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

（農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表

示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
）
に
基

づ
く

「玄
米
及
び
精
米
品
質
基
準
」

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
基

準
に
よ
る
表
示
は
、
生
産
者
直
売
も

含
ん
だ
お
米
を
販
売
す
る
す
べ
て
の

業
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
必
ず

表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は

次
の
５
点
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
食

糧
庁
精
米
表
示
基
準
に
よ
る
表
示
方

法
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

●
名
称

●
原
料
玄
米
の
産
地

・
産
年

・
品

種

・
使
用
割
合

●
内
容
量

●
精
米
年
月
日

●
販
売
者

な
お
、
不
適
正
な
表
示
を
行
っ
た

業
者
に
対
し
て
は
、
指
示

・
公
表

・

命
令

・
罰
則
と
い
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
上

の
措
置
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
で
は
、
お
米
だ

け
で
な
く
、
生
鮮
食
品
や
加
工
食
品

な
ど
に
つ
い
て
の
表
示
基
準
も
定
め

ら
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
食
料
品
に

表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
品
を
選
ぶ
と
き
に
は
、
こ
う
し
た

表
示
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

C菱電四D単品の場合

d霊 詞 匹 ■

'ブ

レン ド米 の 場 合 *原料玄米欄以外は、表示例 1と 共通

a 証明を受けている場合

(b)証明を受けていない場合

υ

０

ッ

，

）

平成13年4月 1日 から

消費者に対 して販売されるすべてのお米に

お米の中身がひと目で分かる表示が

義務づけられることになりました。

●産地・晶種 ,産年の 3点セット

表示が基本です。

●産地・品種・産年を記載するた

めには、国産米にあっては農産

物検査法による証明、輸入米に

あっては、輸出国の公的機関等

による証明が必要です。

名   称 精  米

原 料 玄 米
産 地 品 種 産 年 使用割合

○○県 ロヒカリ ▲年産 100%

内 容 量 5kg

精米年月日 13.4.1

販 売 者 ○○米穀株式会社
□□県○○市△△町▽▽ ×一×
TEL:○○○ (× ××)△△△△

●産地は都道府県名、市町村名、

その他一般に知られている地名

で記載されます。

(輸入米の場合は、原産国名ま

たは原産回名及び一般に知られ

ている地名が記載)

使用割合産  地 品 種 産 年原料玄米

ル ンド米

国内産

(景景目

100%

80%

20% )

ロヒカリ

▲ニシキ

△年産

△年産

●使用割合の多い順に産地・品

種・産年を表示できます。その

一部を省略する場合、表示項目

をそろえる必要があります。

原料玄米 産  地 品 種 産 年 使用割合

ブレンド米

国内産

( 未検査米

100%

100%)

(注 )表示例 2の (  )内 は業者の任意による託載事項

(9)



３
月
～
４
月
は
、
進
学
、
就
戦
、

転
勤
な
ど
生
活
に
大
き
な
変
化
が

あ
る
季
節
で
す
。
精
神
的
に
落
ち

者
か
な

い
時
期
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
今

回
は
精
神

の
疾

患
に
つ
い
て
お
話
し
た

い
と
思

い

ま
す
。
精
神
疾
患
は
、

「精
神
病
」

と

「神
経
症
」
に
大
別
さ
れ
、
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

◎
精
神
病

（精
神
分
裂
病
、
そ
う
う

学

の
１９
）

っ
病
▼

名
自
分
は
病
気
で
な

い
、

工
常
だ
」
と
思

っ
て
い
る
。

◎
神
経
症

く
ヽ
身
症
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
、

外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
）
…
「病

気
で
あ
る
と
誕
識
し
て

い
る
」

「周
囲
に
暖
か
く
し
て
ほ
し

い
、

大
切
に
し
て
ほ
し

い
」
と
思

っ

て
い
る
。

精
神
障
害
は
、
逮
伝
的
素
因
、
楽

物
や
脳

へ
の
外
傷
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
で
発
症
し
ま
す
。

ま
た
、
阪
袢
大
反

災
で
話
題
と
な

っ

た
外
傷
後

ス
ト
レ

ス
障
害

（Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
）
は
、
大
き
な
事

故
や
親
族
の
え
な

ど
の
後
に
起
こ
り

や
す

い
神
経
症
で

す
。全

国
の
年
間
兒

亡
原
因
の
第

一
位

は

患

性

新

生

物

（が
ん
）
で
約

野
万

人
で
す
が
、
一父
通

事

故
え

（約

―
万

ー

◇

等

◇

警

譲

◇

紗

纂

等

鰺

◇

穀

学

鬱

鯵

森

霧

◇

纂

の

多

彩

紗

鬱

鬱

鬱

珍

鬱

◇

穀

◇

珍

鞍

Ｄ
Ｍ
ｕ
Ｑほくほく商品券

ありがとうございました

1割お得な商品券「ほくほく商

品券」は、おかげさまで完売と

なり談した。あリガとうござい

ました。

ほくほく商品券が使えるのは 3

月 31日までです。ポスターを掲
示してしヽるお店で、お早めにご

使用ください。

【間い合わせ】

湯沢町商工会 干[L84-2522

ー

人
）
、
風
呂
場
で
の
え
亡

（約
―
万

人
）
よ
り
多

い
の
が
自
殺

（約
３
万

夫
）
で
す
。
南
魚
沼
郡
で
も
自
損
行

為

の
救
急
出
勤
が
約
５０
件
あ
り
、

白
殺
率
は
全
国
平
均
よ
り
高

い
よ

う
で
す
。
自
殺
の
契
機

と
し
て
は
、

日
愛
情
問
題
の
こ
じ
れ

■
け
ん
か
の
果
て

■
病
気

・
看
病
疲
れ

■
失
我

。
経
済
的
破
綻

■
孤
独
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
白
殺

と
精
神
疾
患

の
関
係
は
、
う

つ
状

態

の
と
き
に
起
こ
り
や
す
く
、
自

殺
を
企

て
た
人
に
対
し
て
は
、
論

す
よ
う
な
こ
と
や
言

い
争

い
を
し

な

い
、
不
安

を
あ
お
ら
な

い
、
と

い
っ
た
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
近

の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
お
好
み

焼
き
に
向
精
神
某
を
混
入
し
た
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。
向
精
神
楽
は
、

精
神
病
息
者

に
は
普
通
に
効
き
ま

す
が
、
普
通

の
人
が
服
用
す
る
と

意
識
障
害
な
ど
の
激
し

い
症
状
を

起
こ
す
そ
う
で
す
。

原
因
は
ど
う
あ
れ
、
意
識
障
害

が
あ
る
人
に
は
、
救
急
車

が
到
着

す
る
ま
で
の
間

の
應
急
手
当
が
童

妥
で
す
。
痣
急
手
当
講
習

の
申
し

込
み
は
、
湯
沢
分
署

（砒
８４

，
３
３

７
７
）
へ
ど
う
ぞ
。

本
部

・
署
　
ＴＥＬ
８２

・
９
１
１
９

（緊
急
）
朧
８２

・
５
１
１
９

※
湯
沢
分
署
の
電
話
番
子
は
、
変

更

あ

り

ま

せ

ん
。

交通事故を起どしたときは
交通事故にあつた場合、賠償請求その他につ

いて何をどうしていいか、こまどうのは当然で

す。硼日本損害保険協会では、無料で相談をお

受けしてい敲すので、ご利用ください。

新潟市本町通七番町 1082番地 (興亜火災新潟支

店ビル 5階 )

新潟自動車保険請求相談センター

TEと 025-225-1851

また、帳オl日弁連交通事故相談センフーでlよ、示

談の仕方、賠償額、その他法律的知識がなくて

困つている人、相手方と話し合いがつかなくて

困つている人のために、無料法律相談・示談あつ

せんを行つています。こちらもご利用ください。

新潟市学校町 1番町 1番地 (新潟県弁護士会内)

帥日弁連交通事故相談センター新潟県支部

TEL025-224-2082

電話相談 (毎月 10日 ):TL025-223-8252
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― 百

【募
集
人
員
】

着
千
名

【
願
書
受
付
】

３
月
２２
日

（木
）
～
２６
日

（月
）

午
前
？
時
～
午
後
５
時

（２６
日

は
正
午
交
で
）

【
出
願
書
類
】

入
学
願
言
、
受
検
票
、
調
査
言

※
入
学
願
書
に
９
５
０
円
の
県
収

入
証
額
を
添
付
す
る
こ
と
。

※
本
校
合
日
制
を
受
検
し
た
者
は
、

調
査
書

の
提
出
不
要
。
た
だ
し
、

入
学
願
書

の
桐
外

に
合
日
制

の

受
検
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

【
願
書
提
出
先
】

六
日
町
高
等
学
校
事
務
宣

【学
力
検
査
日

・
場
所
】

３
月
２７
日
（火
）
午
前
８
時
１０
分

～

・
六
日
町
高
等
学
校

【検
査
項
目
】

国
語
、
数
学
、
英
語
と
諏
接

※
満
２０
歳
以
上

（平
成
１３
年
４
月

十
日
現
在
）
の
方
で
希
望
す
る

場
合
は
、
３
教
科
に
代
え
て
「件

文
」
で
受
検
で
き
ま
す
。

【
合
格
発
表

（予
定
こ

３
月
２７
日

（火
）
午
後
６
時

膏
江
告
銭

上
履
き
、
昼
食
を
持
参
。

【聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
高
等
学
校

ＴＥＬ

７２

ｏ

３

９

８

１

【
願
言
受
付
】

３
月
２３
日

（金
）
～
２７
日

（大
）

午
前
９
時
～
午
後

５
時

（２７
日

は
正
午
ま
で
）

【学
力
検
査
日

・
場
所
】

３
月
２８
日
（水
）
午
前
８
時
３０
分

～

。
小
出
高
等
学
校

【検
査
項
目
】

国
語
、
数
学
、
英
語
と
面
接

※
満
２０
歳

以
上

（平
成

１３
年

４
月

十
日
現
在
）
の
方
で
希
望
す
る

場
合
は
、
３
教
科

に
代
え
て
「件

文
」
で
覧
検
で
き
ま
す
。

【
合
格
発
表

（予
定
こ

３
月
野
日

（木
）
正
午

【
出
願
手
続
】

在
学

（出
身
）
中
学
校
、
ま
た
は

当
検
定
時
制

に
お
聞

い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

ＴＥＬ

０

２

５

７

９

●
２

●
０

２

２

０

×
友
間
定
時
制
で
学
び
た
い
方
、

社
会
人
の
方
、
年
船
を
聞

い
ま

せ
ん
。
４
年
間
学
ぶ
と
高
等
学

校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

県
立
六
日
町
高
等
学
校

定
時
制
課
程
第
２
次
募
集

県
立
小
出
高
等
学
校

定
時
制
課
程
第
２
次
募
集

，

906
0                  ●

「劇団ゆきくに」「ゆきくに応援団」

スクッフ暮焦

☆劇団ゆきぐに

魅力ある地域づくりを目指 して、昨年発

足しました。演劇に興味のある方、裏方に

興味のある方など声がl団員・スタッフを募

集します。 (ただし、小学校 4年生以上。)
☆ゆきぐに応援団

劇団ゆきぐにの活動を応援 しながら、施

設慰問や小中学校での指導、図書館での

読み聞かせなど子どもたちの育成や地域

づくりの応援団です。

第 1回 目の会合を下記のとおり行いますの

で、ぜひご参加ください。

【日時】 4月 19日 (木)19:00～
【会場】 六日町公民館 (文化会館内)

【問い合わせ】

六日町生涯学習課 1とL73-6610

●    新潟 21世紀記念事業    ●

新漏劉01年宇自の旅
サンカ~ワ ~ル ドカップの会場となる「新潟
スタジアム ビングスワン」を県民の夢と希望
を乗せた宇宙船に見たてた壮大なイベン トで

す。あなたも参加してみませんか。

①地域ならではのパフォーマンスを抜露する個人、

団体を募集します。
●飛びぬけた技の持ち主

◆スポーツ。文化で全国大会 ,国際大会に出場

。21世紀及び緑の百年に関連する文字を名前に含む人

◆21日 が誕生日で 2001年に 21歳になる人

。その他ユニークな団体、オリジナルパフォーマンスな

ら任せてという人

②一般入場者も募集します。

【日日寺】 4月 29日 18:00～

【会場】 新潟スタジアム ビッグスワン
【主催】 新潟県企画調整部企画課 21世紀

記念事業担当

【申込 。その他】

3月 31日 までに湯沢町産業観光課 (仏L84-
4850)にお申し込みください。

※交通手段として、湯沢と会場間にバスを運行

。 します。 (役場 14:∞ 出発)     。

2月 の建設工事等入札結果 (落札額 500万円以上)

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

建第68号 レジャープール屋内天丼修繕 7, 875, 000 脚ホングハウス
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予
防
接
種
カ
レ
ン
ダ
ー
ガ

で
き
ま
し
た

平
成
１３
年
度

の
予
防
接
種
日
程

が
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
の
ご
家
庭

に
は
、

３
月
中
旬
ま
で
に
予
防
接
種
カ
レ

ン
グ
ー
が
配
付
さ
れ
ま
す
。
お
手

え
に
届
か
な

い
場
合
や
平
成
８
年

４
月
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
で
接
種
が
す
べ
て
終
了
し
て

い
な

い
場
合
は
、
保
健
セ
ン
ダ
ー

で
カ
レ
ン
グ
ー
を
お
波
し
し
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
ダ
ー

ＴＥＬ

８４

・

３

１

４

９

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「連
味

の
園
芸
」
の
講
師

と
し
て
活
曜
中

の
柳
宗
民

（や
な

ぎ
む
ね
た
み
）
さ
ん
が
ガ
ー
デ

ニ

ン
グ
の
ア
イ
デ
ア
を
楽
し
く
教
え

ま
す
。
講
演
会
終
了
後
、
参
加
者

に
は

花
鉢
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】

３
月
１８
日

（日
）

午
後
―
時
３０
分
～
３
時

【
場
所
】

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
ダ
ー

【申
込
】

側
湯
沢
町
都
市
施
設
会
社

砒
雛

ｏ
１
５
１
１

※
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
３
月
２０
日

（火
）
営
業

◆
３
月
２十
日

（水
）
振
替
休
日

湯
え
共
同
浴
場

「占
の
湯
」

二
俣
共
同
浴
場

「街
道

の
湯
」

【
聞

い
合
わ
せ
】

管
財
課
管
財
２
係

ＴＥＬ

８４

・

２

６

１

１

3月の救急診療当番が一部変更となりました

濱ご
結
皓
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

２
月
２６
日

　

高
橋
　
　
潤

　

さ
ん
　
（中
子
）

小
峰
）
久
美
子

さ
ん
　
（広
神
村
）

）メッセージ）
　
端卜」倣増一すが、ヵをあわせて明るい家庭を築

お
誕
生
お
め
て
と
ラ
ご
さ
い
ま
す

２

月

■

日

２
月

１３

日

２
月

１６

日

菜

々
子
さ
ん

岳

　

さ
ん

颯
人

さ
ん

２
月
１８
日

　

山
際

　

雪
枝

さ
ん
　
（西
山
、
８０
歳
）

２
月
１９
日

　

南
雲

　

公
平

さ
ん
　
（下
熊
野
、
７４
歳
）

２
月
２５
日

　

高
橋
　
八
千
代

さ
ん
　
（上
中
、
８７
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

高
井

角
谷

國
松

（中
子
、
敏
行

・
美
恵
さ
ん
）

（原
、
陸

・
友
香
さ
ん
）

（石
白
、
仁

・
明
美
さ
ん
）

農業委員

立候補事務説η会

任期満了に伴う農業委員会委員の選

挙が 3月 24日 に行われます。選挙管理

委員会では、次のとおり立候補事務説

明会を行いますので、立候補を予定し

ている方は、出席してください。

【日時】 3月 13日 (火)9:00～
【場所】 役場 3階第 1会議室

【Po月い合わせ】

湯沢町選挙管理委員会 T[[84-3451 花
の
庭
づ
く
り
講
演
曇

ゆ箸Ωめ露録
2月届出分 3月 4日現在 (前年比)

出生

死亡

転入

転出

3

6

34

20

男   4,469

女   4,617

s+   9,086

世帯  3,148

(-31)

(+40)

(+9)

(-21) 休
日
変
更
の
お
知
ら
せ

～
町
共
同
浴
場
～

日 受 付 時 間 内  科

17①
～ 18:00

～翌朝 6:00

０

　

０

０

　

０

２

　

８

河 内 医 院 □72-2355

六 日町 病 院 日72-7111

●

′∂

‐

0
●

ヒ

申

し

ま

選想圏②
藩甲鱚逮嵐巳

先日、屋根に積もった

雪が落下し、下にいた人

が大怪我をするという事

故が発生しました。建物

の管理を徹底 して、事故

を防止しましょう。

また、軒下などを通行

するときは、頭上に十分

注意しましょう。
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